
 
 

                                    

                                     

                                     

                                     

NO １３７ 

令和元年１１月１日 

(一社)日本砕石協会北海道地方本部 

電話 011-241-4579 FAX 011-272-4685 

 

１０月１６日(水)～１８日(金)、(一社)日本砕石

協会主催の全国砕石技術大会が、盛大に開催され

ました。４６回目の大会となり、北海道での開催

は２１年ぶりのことです。１６日と１７日の講演

会は、札幌市「かでる２･７」で行われ、直前の

台風１９号の影響により参加できなかった方が

い ら し た 

いらしたものの、会員、賛助会員、行政官庁、

学識経験者など、参加総数は４８６名になりま

した。うち道内からは１０２名の方に参加いた

だき、１８日の見学会にも当初の計画を大きく

上回る応募で、総計７５名が参加しました。 
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ご来賓挨拶 
北
海
道
経
済
産
業
局 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
長

近
藤
裕
之
様 

北
海
道 

副
知
事 

土
屋
俊
亮
様 

【発表者の皆様に西村会長より感謝状贈呈】 

(一社)日本砕石協会西村会長 

岡本北海道地方本部長

部 



◇
西
村
会
長
主
催
者
挨
拶
◇ 

令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
砕
石
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
関
係
者

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
ま
た
、
本
日
、

来
賓
の
臨
席
、
多
く
の
関
係
官
庁
、
学
識

者
等
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
９
月
６
日
の
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
、
ま
た
今
年
の
15
号
・
19
号
台
風

災
害
な
ど
大
き
な
自
然
災
害
を
経
験
し

て
い
る
。
我
々
の
砕
石
業
は
、
強
靭
な
国

土
を
作
る
と
い
う
使
命
を
も
つ
業
界
で

あ
り
、
国
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
一
致
団
結
し
、
日
夜
努

力
し
、
技
術
の
習
得
、
安
全
の
確
保
に
取

り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
砕
石
業
界
の
大
き

な
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

業
界
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
ま

ず
は
安
全
で
あ
る
。
国
民
の
生
活
に
不
可

欠
な
骨
材
を
安
定
し
供
給
で
き
る
よ
う

な
品
質
の
安
定
し
た
も
の
を
作
り
出
す
。

ま
た
、
地
域
の
経
済
に
貢
献
で
き
る
よ
う

な
適
正
な
価
格
で
供
給
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
、
国
民
か

ら
信
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
業
界
に
一
日

も
早
く
な
り
、
安
全
、
安
心
、
安
定
し
た

業
界
を
確
立
し
、
努
力
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

今
日
は
、
各
現
場
で
取
り
組
ん
で
い
る

皆
さ
ん
か
ら
講
演
し
て
い
た
だ
く
。
持
ち

帰
っ
て
役
立
て
、
今
以
上
に
業
界
経
営
に

生
か
し
て
ほ
し
い
。 

◇
岡
本
北
海
道
地
方
本
部
長
の
歓
迎

挨
拶
は
、
北
海
道
の
会
員
を
代
表
し
て

西
村
会
長
、
久
保
実
行
委
員
長
を
は
じ
め

と
す
る
準
備
に
携
わ
っ
た
方
々
へ
の
感

謝
と
、
ご
来
賓
の
方
々
、
ま
た
日
ご
ろ
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
行
政
機
関
の
方
々

に
お
礼
を
述
べ
ら
れ
、
北
海
道
で
21
年
ぶ

り
の
開
催
に
一
同
う
れ
し
く
思
っ
て
い

る
こ
と
と
、
道
内
会
員
も
講
演
や
見
学
会

等
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
へ

の
お
礼
を
伝
え
、
最
後
に
「
全
国
か
ら
来

ら
れ
た
多
く
の
方
に
、
短
い
時
間
で
す
が

北
海
道
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
」

と
の
言
葉
で
締
め
ら
れ
た
。 

◇
久
保
実
行
委
員
長
挨
拶
◇ 

大
会
実
行
委

員
長
と
し
て
、

参
加
者
、
開
催

担
当
者
、
講
演

者
に
感
謝
し

ま
す
。 

今
回
は

46

回
目
の
大
会

と
な
り
ま
す
。 

 

29
講
演
、
う
ち
一
般
講
演
が
９
つ
。
そ
の

う
ち
４
つ
が
地
元
北
海
道
か
ら
の
も
の

で
す
。
砕
石
場
見
学
会
も
計
画
し
て
い
た

だ
き
、
地
元
な
ら
で
は
の
話
に
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

そ
の
ほ
か
に
も
、Io

T

やIC
T

な
ど
事

業
の
効
率
化
、
新
技
術
の
講
演
な
ど
、
事

業
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
も
の
が
多
く
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。。 

わ
れ
わ
れ
砕
石
業
者
が
継
続
し
て
事

業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
業
界

全
体
の
社
会
的
地
位
の
向
上
が
不
可
欠

で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
て
い
く
最
も
重
要

な
安
全
と
技
術
の
向
上
に
向
け
て
会
員

同
士
が
研
鑽
し
て
行
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
講
演
会
場
の
「
か
で

る
」
は
、
北
海
道
の
方
言
で
「
仲
間
に
入

れ
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
の
こ
と
で

大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
会
場
で
す
。
こ
の
よ

う
な
場
所
を
用
意
し
て
い
た
だ
い
た
北

海
道
地
方
本
部
の
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。 

ご
来
賓
祝
辞 

北
海
道
経
済
産
業
局 

 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
長 

近
藤 

裕
之
様 

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
を
お
祝
い
す
る
と

と
も
に
、
全
国
か
ら
お
越
し
の
皆
さ
ん
を

歓
迎
し
ま
す
。 

 

砕
石
は
経
済
社
会
の
基
盤
を
構
築
す

る
資
材
で
す
。
北
海
道
に
お
い
て
も
、
地

震
災
害
復
興
、
新
幹
線
延
伸
、
都
市
部
再

開
発
、
水
力
発
電
所
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な

ど
骨
材
供
給
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。 

砕
石
事
業
現
場
に
お
い
て
は
、
環
境
に

配
慮
し
た
砕
石
現
場
の
拡
張
、
新
技
術
の

導
入
、
景
観
に
配
慮
し
た
事
業
展
開
な
ど
、 

様
々
な
参
考
に
な
る
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表
さ
れ
る
講
演
内

容
を
、
自
社
の
取
組
の
参
考
と
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
有
意
義
な
大
会
と
な
る

よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。」 

北
海
道 

副
知
事 

土
屋 

俊
亮
様 

「
今
日
札
幌
は
初
霜
と
な
り
、
寒
い
日

を
迎
え
た
が
、
寒
さ
を
吹
く
飛
ば
す
よ
う

な
熱
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。」 

【
鈴
木
直
道
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
】 

「
本
日
は
、
砕
石
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９

「
第
46
回
全
国
砕
石
技
術
大
会
」
が
多
く

の
皆
様
の
ご
参
加
の
も
と
、
北
海
道
で
21

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
全
国
各
地
か
ら
お
越
し
い
た
だ

い
た
皆
様
を
心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。 

日
本
砕
石
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
社
会
資
本
整
備
に
不
可
欠

な
骨
材
資
源
の
安
定
供
給
は
も
と
よ
り
、

砕
石
技
術
の
向
上
や
労
働
災
害
の
防
止

に
ご
尽
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

北
海
道
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
幹
線
の
札

幌
延
伸
に
向
け
た
工
事
が
進
め
ら
れ
る

な
ど
、
今
後
骨
材
需
要
の
高
ま
り
が
見
込

ま
れ
て
お
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
な
か
本
大
会
に
お
い
て
、
皆

様
が
砕
石
業
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
安

全
と
技
術
に
つ
い
て
ご
研
鑽
い
た
だ
く



一般講演③ 

「北海道砕石未来研究会」の活動について 

㈱五十嵐組 取締役副社長 五十嵐 幸次 

（北海道砕石未来研究会会長） 

こ
と
は
、
砕
石
業
界
の
活
性
化
は
も
と
よ

り
、
社
会
地
域
の
整
備
促
進
へ
の
貢
献
が

大
い
に
期
待
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

今
、
北
海
道
は
実
り
の
秋
を
迎
え
、
美

し
い
紅
葉
も
見
ご
ろ
で
す
。
ご
参
集
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
機
会
に

食
・
観
光
と
い
っ
た
北
海
道
の
魅
力
に
も
、

触
れ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
北
海
道
で
の

ひ
と
時
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
採
石
業
界
の
さ

ら
な
る
発
展
、
そ
し
て
ご
参
集
の
皆
様
の 

 

さ
ら
な
る
ご
健
勝
ご
発
展
を
祈
念
申
し

上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

北
海
道
知
事 

鈴
木
直
道
」 

  

北
海
道
地
方
本
部
関
連 

 
 

              

「
日
本
で
初
め
て
導
入
し
た

T
E

R
E

X
 

F
IN

L
A

Y

製
の
自
走
式

コ
ー
ン
ク
ラ
ッ
シ
ャ
等

の
導
入
実
績
と
機
械
詳

細
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
導
入
の
狙
い

は
、
冬
期
に
お
い
て
機

械
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
を
目
標
に
、
機
動
性

の
あ
る
自
走
式
設
備
に

着
目
し
た
と
の
こ
と
で

す
。
機
械
の
性
能
、
特

徴
の
説
明
の
の
ち
、
破

砕
試
験
結
果
も
紹
介
さ

れ
、
機
会
の
有
効
活
用
、

プ
ラ
ン
ト
レ
イ
ア
ウ
ト
の
効
率
化
に
満

足
の
い
く
結
果
が
得
ら
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。」 

                  

「
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
の
拡
大

状
況
を
受
け
て
、
石
狩
地
域
に
お
け
る
鳥

獣
被
害
広
域
協
議
会
の
活
動
に
つ
い
て
、

エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
の
方
法
と
そ
の
成
果
に

つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
は
、

札
幌
市
・
石
狩
市
・
当
別
町
の
自
治
体
、

森
林
組
合
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
学
識
者
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ハ
ラ
ダ
産
業
㈱
は
囲
い
ワ
ナ
な

設
置
場
所
の
提
供
な
ど
で
協
力
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
植
林
後
の
被
害
防
止

に
参
考
と
な
る
内
容
で

し
た
。」 

 

「
今
年
１
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
北
海
道
砕
石

未
来
研
究
会
」
の
設
立

の
趣
旨
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
に
お
け
る
砕
石
業

の
現
状
と
課
題
、
砕
石
は
社
会
基
盤
整
備

の
最
上
流
と
の
研
究
会
の
理
念
、
そ
し
て

２
度
の
現
地
研
修
会
と
他
団
体
と
の
意

見
交
換
会
な
ど
、
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

課
題
に
挑
戦
す
る
た
め
今
後
様
々
な
活

動
を
展
開
し
て
い
く
と
の
構
想
が
述
べ

ら
れ
た
あ
と
、
全
国
の
仲
間
と
も
交
流
し

て
い
き
た
い
と
、
参
加
者
へ
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。」 

            

「
昨
年
は
、「
北
海
道
」
命
名1

5
0

年
、

ハ
ラ
ダ
産
業
㈱
創
業
75
年
を
迎
え
た
と

の
こ
と
で
、
北
海
道
の
開
拓
と
「
硬
石
山
」

の
採
石
・
砕
石
業
の
歴
史
に
つ
い
て
、
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
説
明
は
日
本
書
紀
の
時

代
ま
で
遡
っ
て
の
北
海
道
の
歴
史
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
硬
石
山
の
石
材

開
発
と
地
域
発
展
の
開
発
の
歩
み
、
地
域

社
会
と
の
良
好
な
関
係
の
構
築
の
取
り

組
み
、
さ
ら
に
今
後
の
事
業
展
開
に
向
け

た
抱
負
な
ど
、
凝
縮
し
た
内
容
の
講
演
で

し
た
。」 

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
 

【
特
別
講
演
①
】 

管
内
概
況
と
産
業
保
安
監
督
部
の 

施
策
に
つ
い
て 

経
済
産
業
省 

北
海
道
産
業
保
安
監
督
部
長 

鯉
江 

雅
人 

一般講演④ 

「北海道開拓と硬石山」 

ハラダ産業㈱代表取締役 

     藤野 徹弥 

J-1175と C-1540 

一般講演② 

「石狩管内におけるエゾシカ捕獲事業について」 

ハラダ産業㈱取締役副社長  安保 陽一 

   ㈱シンカン 代表取締役  向井 正剛 

         ㈱シンカン  横田 広彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般講演① 

「岡本興業㈱浜頓別砕石工場 C-1540 導入について」 

 岡本興業㈱北海道砕石事業部 

執行役員事業部長  杉下 隆彦 

㈱栗本鐵工所素形材エンジニアリング事業部 

機械設計課  中井 浩喜 

 

講講講   

演演演   



【
特
別
講
演
②
】 

新
桂
沢
ダ
ム
の
建
設
工
事
に
つ
い
て 

国
土
交
通
省 

北
海
道
開
発
局 

幾
春
別
川
ダ
ム
建
設
事
業
所 

副
長 

熊
谷 

彰
浩 

 

【
特
別
講
演
③
】 

北
海
道
の
森
林
資
源
と
国
有
林
で
の 

健
全
で
多
様
な
森
林
づ
く
り 

林
野
庁 

北
海
道
森
林
管
理
局 

 
 

森
林
整
備
部
部
長 

河
野 

裕
之 

 

【
特
別
講
演
④
】 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
政
策
の
概
要 

経
済
産
業
省 

北
海
道
経
済
産
業
局 

 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
長 

 

近
藤 

裕
之 

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
 

【
見
学
会
】 

三
日
目
、
18
日
(金)
は
砕
石
フ
ォ
ー
ラ

ム
恒
例
の
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
砕
石
工
場
視
察
の
Ａ
コ
ー
ス
と
、

北
海
道
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
視

察
の
Ｂ
コ
ー
ス
が
実
施
さ
れ
、
特
に
Ａ
コ

ー
ス
は
大
変
な
人
気
で
、
参
加
受
付
枠
22

名
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
実
際
の
応
募
数
が
大

き
く
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
見
学
受
け
入
れ
先
の
岡
本
興
業
㈱
と

ハ
ラ
ダ
産
業
㈱
の
両
社
の
多
大
な
ご
厚

意
に
よ
り
、
応
募
者
全
員
の
見
学
が
実
行

で
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

【
Ａ
コ
ー
ス
】 

〇
岡
本
興
業
㈱
藤
野
工
場 

                    

〇
ハ
ラ
ダ
産
業
㈱ 

 
 
 
 
 
 

 

  

 

           

         

【
Ｂ
コ
ー
ス
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                           

                 

「編集後記」 

本年度第２号の「北海道砕石だより」

を皆様にお届けいたします。 

砕石フォーラム 2019「第４６回全国砕

石技術大会（札幌）」の特集となっており

ます。一般講演４課題の要旨について

はＨＰ「会員のページ」へ掲載しますの

でご覧ください。 

早や１１月を迎え、気温も急激に下が

りますので、着衣等が厚くなります。安

全動作の施行と無事故無災害をお願い

いたします。      （事務局一同） 

秋晴れのお天気 

 
10月 16日（水）18：00～ ホテル札幌ガーデンパレス 


